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１．はじめに

2011年の東日本大震災や「平成30年７月豪雨」では，
ため池の決壊により尊い人命が失われた。このため，
農業用ため池を適正に管理および保全し，決壊による
災害を防止することを目的に，「農業用ため池の管理
及び保全に関する法律」が制定され，所有者らによる
適正管理の努力義務，ため池の適正な管理が行われて
いない場合の都道府県による勧告などが規定されてい
る。

ため池の管理で重要なのが，日常点検と緊急点検で
ある。日常点検とは，草刈りや洪水吐

ばき

のごみ除去など
の管理状態や漏水発生などの異常を点検することであ
り，ため池管理者（通常は，ため池の用水を利用して
いる農家）が実施するべきものである。緊急点検とは，
地震，豪雨後のため池の決壊，損傷を点検するもので
あり，管理者又は市町村担当者が実施し，国が運用す
る災害情報システム（ため池防災支援システム）に報
告される。

一方，市町村によっては，数千カ所のため池を担当
している場合があり，災害時のため池の緊急点検が市
町村担当者の負担となる可能性がある。また，ため池

の日常管理状態を，行政でも把握したいという要望が
多い。そこで，ため池管理者と市町村担当者がスマー
トフォンを使って，共同で点検報告に活用できる「た
め池管理アプリ（以下，本アプリという）」を開発した。
本アプリと「ため池防災支援システム」は常時接続さ
れており，点検報告の情報をため池管理者と行政が共
有できる。以下に本アプリの特長を述べる。

（a）ため池の位置・名称 （b）メニュー画面 （c）日常点検入力画面（d）緊急点検入力画面

図２　ため池管理アプリの画面

ため池管理アプリ

ため池防災支援システム（行政システム）

連携

図１　ため池管理アプリの活用とため池防災支援シス
テム（農林水産省による運用）との連携
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堀ら：ため池管理アプリ

２．ため池管理アプリの特長

１）災害時の点検報告への活用
本アプリを用いて，災害時に現地から点検結果を報

告できる（図２）。また，アプリから撮影した現地の
被害写真も共有できる（図３）。ため池に被害がある
場合に，アプリから報告することで，国や地方公共団
体の迅速な初動対応に繋がることが，ため池管理者に
とってのメリットである。

点検結果はアプリの地図画面上で「危険（赤色）」「注
意（黄色）」「安全（青色）」で表示される。また，他
の端末のアプリや「ため池防災支援システム」からの
報告もアプリに表示される。ため池管理者，地方自治
体，国からの災害支援者が協力して，点検報告が可能
である。山奥で電波が届かない場合や災害時の通信不
良時にも，通信が回復した時点で自動的に報告が行わ
れる。

２）日常点検への活用
農林水産省が作成した「ため池管理マニュアル」に

記載されている点検様式がアプリに格納されており，
質問に「はい」「いいえ」で回答することにより，た
め池の施設の劣化や管理の状態を報告できる。報告す
ると，管理状態を評価して，「危険」「注意」「注意（改
善）」「注意（悪化）」「安全」を表示することができる。
この結果を行政担当者と共有することにより，ため池
管理者は施設管理の指導を受けることができ，減災に
役立つ。

３）簡単操作で誰にでも使いやすい
本アプリは分かりやすい画面設計となっており，高

齢の方も多いため池管理者が簡単に操作できる（図２，

図３）。ため池に一番近い場所にいるため池管理者が，
現地で点検を行い，スマートフォンの画面に表示され
る質問に「はい」，「いいえ」で回答するだけで，国や
地方公共団体に被害状況を伝達することができる。災
害時の点検報告については，最少４回のタップで報告
が可能である。

４）通知機能
災害直後の緊急点検が必要な場合には，ため池防災

支援システムからアプリに自動的にプッシュ通知（ス
マホの機能を使った通知機能）が配信される。また，
台風などによる豪雨が予測されている場合の注意喚起
やため池の管理に関するお知らせ，ため池管理者登録
などの連絡や任意の通知を，国または都道府県庁が市
町村単位ごとにため池管理者に送付できる（図４）。

３．おわりに

本アプリをため池管理者に普及することにより，災
害時および日常時のため池の管理を，ため池管理者と
行政機関が一体となって取り組むことができる。ため
池管理者は高齢な方も多いが，スマートフォンの普及
率が上がっており，図４のような通知を受け取ったり，
日常点検の報告を行ったりすることで，ため池管理者
の防災意識の向上に繋げることが期待できる。

今後は農林水産省や都道府県と協力して，ため池管
理者への講習会を行い，本アプリの普及を促進する予
定である。
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（ほり　としかず・いずみ　あきら・じけや　ゆうき）図３　緊急点検報告と被害写真の送信

(a) 緊急点検依頼の通知 (b) 都道府県庁からの通知（a） 緊急点検依頼の通知　（b） 都道府県庁からの通知
図４　プッシュ通知の例
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